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平成１９年度 優良工事等(千曲川河川事務所関係)の選定結果について

優良工事等の表彰は、北陸地方整備局所管の工事等に関し、その施工及び成果が特
に優秀であって、他の模範となるものを選定し、表彰することにより、建設技術の向
上と建設事業の推進に役立てることを目的としています。

また、工事成績評定優秀企業の認定は、過去２ヵ年に完成した土木工事の工事成績
評定の結果を基に、成績評定が優秀である企業を認定することにより、工事成績評定
の透明性確保と民間事業者の技術力の一層の向上を図ることを目的としています。

千曲川河川事務所関係の優良工事等について下記のとおり選定されましたのでお知
らせします。

優良工事(局長表彰）
請負者名 工事名

株式会社 相模組 平瀬護岸災害復旧工事
株式会社 鹿熊組 上今井(上)護岸災害復旧工事

優良建設技術者【工事】(局長表彰）
技術者名 請負者名 工事名

甲田 義信 株式会社 鹿熊組 上今井(上)護岸災害復旧工事

優良建設技術者【工事】(事務所長表彰）
技術者名 請負者名 工事名

宮入 文夫 株式会社 守谷商会 小立野護岸災害復旧工事

優良委託業務(局長表彰）
請負者名 業務名

株式会社 キタック 千曲川堤防質的整備計画検討業務

なお、局長表彰の表彰式は
平成２０年７月１８日１０：００～１１：３０
北陸地方整備局４F共用会議室(新潟市中央区美咲町1-1-1 Tel025-280-8880）

事務所長表彰の表彰式は
平成２０年７月２５日１０：３０～１１：３０
千曲川河川事務所大会議室(長野市鶴賀峰村７４ Tel026-227-7611）
にて行われます

問い合わせ先
国土交通省北陸地方整備局千曲川河川事務所

副所長(技術) 酒井 大助
品質確保課長 水澤 和久
電話０２６－２２７－７６１１
http://www.hrr.mlit.go.jp/chikuma/









　　 平成19年度完成　優良建設技術者(工事）［事務所長表彰］

事務所名 千曲川河川事務所

工事名 小立野護岸災害復旧工事

工事場所 長野県東筑摩郡生坂村小立野地先

工期
平成19年 3月 8日から
平成20年 3月21日まで

請負金額 321,615千円

工事内容

選定理由

完成写真(上流より下流を望む）

　　　　　　　　　宮入　文夫
　　　　　　　　　監理技術者

   株式会社　守谷商会
   代表取締役社長　伊藤隆三
   長野県長野市南千歳町８７８番地

技術者

　大規模な工事用道路仮設や、梅雨の出水期前までに暫定施工で仮設水制工の設置
等短期間の施工が必要であったが、監理技術者として長年の経験を生かし多工種にわ
たる工事の施工管理に能力を十分発揮し完成させたことが、他の技術者の模範となるも
のである。

　本工事は平成18年7月出水による護岸被災に対し、延長340m（練石張308㎡、かごマッ
ト7,440㎡、根固めブロック(5t)1,032個製作・据付、巨石水制工７基等）を施工する護岸災
害復旧工事である。



　　 平成19年度完成　優良委託業務［局長表彰］

事務所名 千曲川河川事務所

業務名 千曲川堤防質的整備計画検討業務

工期
平成19年 3月23日から
平成20年 3月19日まで

請負金額 39,375千円

　本業務は、千曲川直轄管理区間における浸透に対する堤防質的整備計画の策定に

向け、既往検討資料や洪水における漏水履歴とその対策内容及び堤防詳細点検結果

の整理とりまとめを行い、段階的な整備実施及び堤防等河川管理施設の管理に関す

る検討を行うものである。

　本業務の遂行にあたっては、千曲川での被災の特徴である基盤漏水現象の原因究

明が必要であり、基礎地盤の現況把握が重要なﾎﾟｲﾝﾄとなる。

　漏水現象を把握するため、米軍による昭和22年撮影の空中写真判読をはじめ、古地

図・古文書や明治26年測量図の解析、最新のﾚｰｻﾞｰﾌﾟﾛﾌｧｲﾙﾃﾞｰﾀ解析等の各種解析

結果と、既往地質調査結果及び現地踏査結果による照合作業を実施し多角的な検討

により詳細な旧河道分布図を作成した。作成された詳細旧河道分布図と観測史上第２

位の記録となった平成18年7月大洪水をはじめとする過去の漏水実績を、水防団に対

するﾋｱﾘﾝｸﾞ調査も含め詳細に把握し照合を実施した。照合の結果、千曲川の漏水現

象の多くが旧河道で発生していることが解明されたとともに、ﾋｱﾘﾝｸﾞ調査・地質調査結

果及び解析結果より旧河道ﾊﾟﾀｰﾝ以外の漏水ﾊﾟﾀｰﾝも分類した。

　以上の結果を基に千曲川における堤防質的整備が必要な区間を抽出し、破壊進行・

堤防耐力から評価した堤防安全度と、漏水発生確率・想定被害規模から評価した被害

ﾘｽｸより堤防質的整備優先順位まで検討を行い、千曲川堤防質的整備計画を策定し

たものである。

　本業務の成果は、限られた予算の中で堤防強化対策を計画的に遂行する上で重要

な計画となるものであり、治水計画立案に大きく寄与するものである。

株式会社　キタック
代表取締役　　中山　輝也
新潟県新潟市中央区新光町10番地2

請負者

選定理由
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